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そ
の
他
告
示

目

次
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〇
金
融
庁
告
示
第
八
十
一
号

ス
タ
ー
・
イ
ン
デ
ム
ニ
テ
ィ
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ア
ビ
リ

テ
ィ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
か
ら
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第

百
五
号
）
第
二
百
九
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
同

法
第
百
八
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
日
本
に
お

け
る
主
た
る
店
舗
の
変
更
）
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
百

八
十
九
条
後
段
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。令

和
八
年
十
一
月
四
日

金
融
庁
長
官

伊
藤

豊

日
本
に
お
け
る
主
た

る
店
舗

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
十
番

四
号
オ
ー
ク
ラ
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
タ

ワ
ー
十
八
階

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
九
十
九
号

時
刻
認
証
業
務
の
認
定
に
関
す
る
規
程
（
令
和
三
年
総

務
省
告
示
第
百
四
十
六
号
）
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
規
程
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の

時
刻
認
証
業
務
に
関
し
、
令
和
八
年
十
月
六
日
付
け
で
同

規
程
第
三
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
七
号
ま
で
、
第
九
号

及
び
第
十
号
に
係
る
変
更
を
認
定
し
た
の
で
同
規
程
第
五

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
程
第
三
条
第
四
項
の

規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之

１
変
更
認
定
に
係
る
時
刻
認
証
業
務
の
名
称
認
定
タ

イ
ム
ス
タ
ン
プ
b
y
G
M
O

２
変
更
認
定
に
係
る
時
刻
認
証
業
務
を
行
う
者
の
法
人

番
号
1011001040181

３
変
更
認
定
に
係
る
時
刻
認
証
業
務
を
行
う
者
の
名
称

Ｇ
Ｍ
Ｏ
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
ン
株
式
会
社

４
変
更
認
定
に
係
る
時
刻
認
証
業
務
を
行
う
者
の
名
称

の
英
語
表
記
G
M
O
G
lo
b
a
lS
ig
n
K
.K
.

５
変
更
認
定
に
係
る
時
刻
認
証
業
務
を
行
う
者
の
住
所

東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
一
丁
目
２
番
３
号

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
二
十
七
号

令
和
八
年
十
月
八
日
に
カ
ト
マ
ン
ズ
で
、
ト
リ
ブ
バ
ン

国
際
空
港
に
お
け
る
航
空
交
通
管
制
施
設
整
備
計
画
の
た

め
の
贈
与
等
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
ネ

パ
ー
ル
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

ト
リ
ブ
バ
ン
国
際
空
港
に

お
け
る
航
空
交
通
管
制
施
設
整
備
計
画
を
実
施
す
る
た

め
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
等
の
限
度
額

二
十
八
億
五
千
三
百
万
円

３

贈
与
等
の
供
与
期
限

令
和
十
六
年
十
二
月
三
十
一

日
４

署
名
者

日

本

側

前
田
徹
在
ネ
パ
ー
ル
大
使

ネ
パ
ー
ル
側

ガ
ン
シ
ャ
ム
・
ウ
パ
デ
ィ
ヤ
財
務
省
次

官

令
和
八
年
十
一
月
四
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
二
十
八
号

日
本
国
政
府
は
、
昭
和
六
十
三
年
一
月
二
十
五
日
に
ス

ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
作
成
さ
れ
た
「
租
税
に
関
す
る
相
互
行

政
支
援
に
関
す
る
条
約
」
及
び
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十

七
日
に
パ
リ
で
作
成
さ
れ
た
「
租
税
に
関
す
る
相
互
行
政

支
援
に
関
す
る
条
約
を
改
正
す
る
議
定
書
」
の
附
属
書
Ａ

に
つ
い
て
、
防
衛
特
別
所
得
税
を
追
加
す
る
旨
の
通
告
を

経
済
協
力
開
発
機
構
事
務
総
長
に
対
し
て
行
っ
た
。
当
該

通
告
に
係
る
附
属
書
Ａ
に
掲
げ
る
租
税
の
変
更
に
係
る
修

正
は
、
同
条
約
第
二
条
４
の
規
定
に
基
づ
き
、
所
得
税
と

実
質
的
に
類
似
す
る
租
税
で
あ
る
防
衛
特
別
所
得
税
に
つ

い
て
、
令
和
九
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

（
令
和
八
年
八
月
七
日
付
け
欧
州
評
議
会
通
知
）

令
和
八
年
十
一
月
四
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
二
十
九
号

次
の
旅
券
は
、
旅
券
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
返
納
命
令
に
応
じ
て
返
納
さ
れ
た
が
、
同
法
第
十
八

条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
効
力
を
失
う
べ
き

こ
と
を
適
当
と
認
め
た
の
で
、
左
記
冒
頭
に
記
載
の
年
月

日
に
効
力
を
失
っ
た
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

記

失
効
年
月
日

令
和
八
年
十
月
十
二
日

発
行
年
月
日

令
和
四
年
十
一
月
三
十
日

旅
券
番
号

Ｔ
Ｔ
二
六
四
二
一
四
七

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
保
険
業
法
第
二
百
九
条
第
二
号
の
規
定
に

よ
る
届
出
に
関
す
る
件
（
金
融
庁
八
一
）

〇
時
刻
認
証
業
務
の
認
定
に
関
す
る
規
程
第

五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
程

第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
時
刻
認
証
業

務
の
変
更
認
定
に
関
す
る
件

（
総
務
三
九
九
）

〇
ト
リ
ブ
バ
ン
国
際
空
港
に
お
け
る
航
空
交

通
管
制
施
設
整
備
計
画
の
た
め
の
贈
与
等

に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ネ
パ
ー
ル
政
府

と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

（
外
務
三
二
七
）

〇
租
税
に
関
す
る
相
互
行
政
支
援
に
関
す
る

条
約
及
び
租
税
に
関
す
る
相
互
行
政
支
援

に
関
す
る
条
約
を
改
正
す
る
議
定
書
の
日

本
国
政
府
に
よ
る
防
衛
特
別
所
得
税
の
追

加
に
係
る
通
告
に
関
す
る
件（
同
三
二
八
）

〇
返
納
を
命
じ
た
旅
券
を
無
効
と
す
る
件

（
同
三
二
九
）

〇
文
化
財
保
護
法
第
五
十
九
条
第
二
項
に
基

づ
き
登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
を
抹
消
す

る
件
（
文
部
科
学
一
二
〇
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
農
林
水
産
一
六
五
六
〜
一
六
七
五
）

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件

（
同
一
六
七
六
〜
一
六
八
二
）

〇
旅
行
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
登
録
研
修
機

関
の
廃
止
を
し
た
件

（
観
光
庁
二
〇
、
二
一
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁公

害
等
調
整
委
員
会
公
示
、
河
川
法
に
基

づ
く
工
作
物
返
還
に
係
る
公
示
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
特
別
清
算
、
再
生
、
所
有
者
不
明

関
係

会
社
そ
の
他

〇
自
衛
隊
の
使
用
す
る
船
舶
の
信
号
符
字
を

付
与
す
る
件
（
防
衛
二
六
六
）

〇
海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
実
施
す
る
件

（
同
二
六
七
、
二
六
八
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
徳
島
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
二
、
福
岡
同

三
）

国
家
試
験

令
和
九
年
不
動
産
鑑
定
士
試
験
（
短
答
式
試

験
・
論
文
式
試
験
）
の
施
行
に
つ
い
て

（
国
土
交
通
省
土
地
鑑
定
委
員
会
）

除
籍
が
滅
失
し
た
件

（
法
務
省
告
示
配
一
七
三
）

除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件
（
同
一
七
四
）





名

称

関

係

告

示

所

在

地

日
本
基
督
教
団
大
阪
教
会

平
成
八
年
文
部
省
告
示
第
二
百
十
一
号

大
阪
府
大
阪
市
西
区
江
戸

堀
一

二
三

一
七

令和年月日 水曜日 第号官 報
〇
文
部
科
学
省
告
示
第
百
二
十
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
表
に
掲
げ

る
登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
を
抹
消
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

文
部
科
学
大
臣

関

芳
弘

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
五
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

青
森
県
平
川
市
碇
ヶ
関
西

碇
ヶ
関
山
一
の
三
三
六
、
船
岡
三
五
の
三
（
次
の
図
に

示
す
部
分
に
限
る
。）

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
青
森
県
庁
及
び
平
川
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
五
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

青
森
県
中
津
軽
郡
西
目
屋
村

大
字
村
市
字
稲
葉
二
一
四
の
二
、
二
四
三
の
九
一
、
二

四
六
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
青

森
県
庁
及
び
西
目
屋
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
五
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
佐

市
春
日
字
春
日

嶽
五
九
〇
七
の
六
八
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
長
野
県
庁
及
び
佐

市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
五
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
木
曽
郡
木
曽
町
三
岳

三
二
八
六
の
一
、
三
二
八
六
の
二

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
長

野
県
庁
及
び
木
曽
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
六
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
井
県
福
井
市
西
大
味
町
三

四
字
向
子
谷
四
〇
の
一
、
四
〇
の
二
、
四
一
、
四
二
の

一
、
四
二
の
二
、
四
四
、
四
六
の
一
、
四
六
の
二
、
三

五
字
堂
寺
土
一
、
二
の
一
、
二
の
二
、
三
の
一
、
四
の

一
、
四
の
二
、
五
、
一
一
の
一
、
一
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

井
県
庁
及
び
福
井
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
六
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
井
県
南
条
郡
南
越
前
町
糠

二
二
二
字
上
浜
二
七
の
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

井
県
庁
及
び
南
越
前
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
六
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
井
県
大
野
市
木
本
一
五
二

字
鳥
越
三
三
か
ら
三
五
ま
で
、
三
六
の
一
、三
六
の
二
、

三
七
か
ら
三
九
ま
で

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。一

五
二
字
鳥
越
三
六
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
井
県
庁
及
び
大
野
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
六
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

京
都
府
京
都
市
右
京
区
京
北

漆
谷
町
西
野
五
の
一
、
六
の
一
、
七
、
八
の
四
、
九
の

一
、
一
〇
、
一
〇
の
二
、
一
〇
の
三
、
一
一
の
一
、
一

二
の
一
、
一
三
、
一
四
の
三
、
一
五
の
一





令和年月日 水曜日 第号官 報
二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。西

野
五
の
一
・
八
の
四
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
六
の
一
、
七
、

一
四
の
三

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
京
都
府
庁
及
び
京
都
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
六
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
井
県
勝
山
市
遅
羽
町
比
島

三
八
字
蛭
谷
九
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
立
木
の
伐
採
を
禁
止
す
る
。

２

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

井
県
庁
及
び
勝
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
六
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
鹿
沼
市
板
荷
字
森
上

二
四
三
六

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

森
上
二
四
三
六
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
栃
木
県
庁
及
び
鹿
沼
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
六
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

広
島
県
安
芸
郡
府
中
町
字
花

立
山
一
五
六
の
一
、
一
六
三
、
字
牛
王
田
一
〇
四
一
の

二
、
一
〇
四
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

花
立
山
一
五
六
の
一
・
一
六
三
・
字
牛
王
田

一
〇
四
一
の
二
・
一
〇
四
二
（
以
上
四
筆
に
つ
い

て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
広
島
県
庁
及
び
府
中
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
六
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
大
田
原
市
両
郷
字
富

士
山
三
八
五
、
九
二
四
か
ら
九
二
六
ま
で
、
九
二
七
の

一
、
九
二
八
の
一
か
ら
九
二
八
の
三
ま
で
、
九
二
九
、

字
岩
下
裏
九
六
〇
、
字

保
薄
裏
二
一
八
四
の
一
か
ら

二
一
八
四
の
三
ま
で

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
栃

木
県
庁
及
び
大
田
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
六
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
佐
野
市
秋
山
町
字
台

山
一
九
〇
八
、
一
九
〇
九
の
一
、
一
九
一
〇

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

台
山
一
九
〇
八
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
栃
木
県
庁
及
び
佐
野
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
六
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
佐
野
市
閑
馬
町
字
坂

和
三
九
一
一
か
ら
三
九
一
三
ま
で
、
三
九
三
一
、
三
九

三
二
、
三
九
三
四
、
三
九
三
八
か
ら
三
九
四
一
ま
で
、

三
九
四
二
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

坂
和
三
九
一
三
・
三
九
三
一
・
三
九
三
八
・

三
九
四
〇
（
以
上
四
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す

部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
栃
木
県
庁
及
び
佐
野
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
七
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
大
田
原
市
南
方
字
田

中
六
一
〇
の
一
、
六
一
一
の
一
、
六
一
二
、
六
一
三
、

六
一
七
、
六
一
九
、
六
二
〇
、
六
二
二
、六
二
三
の
一
、

六
二
五
の
一
、
六
二
五
の
三
、
六
二
六
の
一
か
ら
六
二

六
の
三
ま
で
、
六
二
七
、
六
二
八
の
一
、六
二
九
の
一
、

六
三
〇
、
六
三
三
、
六
三
四
の
一
、
六
三
四
の
四
、
六

三
六
の
一
、
六
三
六
の
三

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養





令和年月日 水曜日 第号官 報
三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
栃

木
県
庁
及
び
大
田
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
七
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

鹿
児
島
県
出
水
郡
長
島
町
川

床
字
桑
鶴
一
三
四
九
の
三
、
一
三
五
五
の
五
（
次
の
図

に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
三
五
五
の
八

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

桑
鶴
一
三
四
九
の
三
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）、
一
三
五
五
の
五
、
一
三
五
五
の
八

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
鹿
児
島
県
庁
及
び
長
島
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
七
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
井
県
丹
生
郡
越
前
町
栃
川

七
〇
字
上
水
上
六
の
一
、
六
の
二
、
二
二
の
一
、
二
二

の
二
、
二
三
の
一
、
二
三
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

井
県
庁
及
び
越
前
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
七
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
井
県
福
井
市
鮎
川
町
一
六

四
字
大
男
山
五
の
一
、
六
か
ら
八
ま
で

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

井
県
庁
及
び
福
井
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
七
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

京
都
府
京
都
市
西
京
区
大
原

野
出
灰
町
三
二
二
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
京

都
府
庁
及
び
京
都
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
七
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
那
須
郡
那
須
町
大
字

梓
字
山
神
六
四
八
の
一
〇
八
、
六
五
三
の
二
、
六
五
三

の
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

山
神
六
四
八
の
一
〇
八
・
六
五
三
の
三
（
以

上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
栃
木
県
庁
及
び
那
須
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
七
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

東
京
都
西
多
摩
郡
奥
多
摩
町
川
野
字
大
ざ
す
五
四
一

の
一
、
棚
澤
字
荏
の

保
二
八
八
の
一
、二
八
八
の
三
、

留
浦
字
峯
平
一
四
五
六
の
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
東

京
都
庁
及
び
奥
多
摩
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
七
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
度
会
郡
度
会
町
・
大
紀
町
（
以
上
二
町
に
つ

い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
三
重
県
庁
及
び
関
係
町
村
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
七
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新





令和年月日 水曜日 第号官 報
一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

島
根
県
仁
多
郡
奥
出
雲
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
島
根
県
庁
及
び
奥
出
雲
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

峠
五
一
一
、
五
一
二
、
字
高
松
一
二
〇
九
の

二
か
ら
一
二
〇
九
の
七
ま
で
、
字
平
石
甲
七
四
の

一
、
甲
七
四
の
五

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

島
県
庁
及
び
会
津
若
松
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供

す
る
。）

二

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

福
島
県
東
白
川
郡

川
村
大
字
渡
瀬
字
大
戸
中

三
五
三
の
二
、大
字
赤
坂
西
野
字
塩
倉
一
二
八
の
三
、

一
二
八
の
四
、
大
字
西
山
字
赤
柴
二
〇
〇
、二
〇
一
、

大
字
富
田
字
八
斗
蒔
一
二
三
の
一

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
崩
壊

の
防
備

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

島
県
庁
及
び

川
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
七
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

静
岡
県
島
田
市
・
榛
原
郡
川
根
本
町
（
以
上
一
市
一

町
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。島

田
市
・
榛
原
郡
川
根
本
町
（
以
上
一
市
一
町

に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
静
岡
県
庁
並
び
に
島
田
市
役
所

及
び
川
根
本
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
八
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
島
県
会
津
若
松
市
大
戸
町
大
字
芦
牧
字
峠
五
一

一
、
五
一
二
、
字
高
松
一
二
〇
九
の
二
か
ら
一
二
〇
九

の
七
ま
で
、
字
横
手
山
一
二
四
六
、
字
滝
ノ
下
一
二
六

八
の
八
・
一
二
六
八
の
九
（
以
上
二
筆
国
有
林
）、
一

二
六
八
の
二
か
ら
一
二
六
八
の
七
ま
で
、
字
寺
尾
二
三

三
三
の
二
、
大
字
大
川
字
房
原
乙
二
八
九
七
の
一
、
乙

二
八
九
八
の
一
、
乙
二
八
九
九
の
一
、
乙
二
九
〇
〇
の

一
、
乙
二
九
〇
一
の
一
、
乙
二
九
〇
二
の
一
、
乙
二
九

〇
三
の
一
、
乙
二
九
〇
四
の
一
、
乙
二
九
〇
五
の
一
、

乙
二
九
〇
六
の
一
、
乙
二
九
〇
七
の
一
、
乙
二
九
〇
七

の
四
か
ら
乙
二
九
〇
七
の
六
ま
で
、乙
二
九
一
八
の
一
、

字
野
馬
平
甲
五
六
九
の
一
七
・
甲
五
六
九
の
二
五
（
以

上
二
筆
国
有
林
）、
甲
五
六
九
の
一
、
甲
五
六
九
の
二
、

甲
五
六
九
の
一
一
、
甲
五
六
九
の
一
三
、
甲
五
六
九
の

一
六
、甲
五
六
九
の
一
八
か
ら
甲
五
六
九
の
二
四
ま
で
、

字
赤
根
沢
甲
八
二
四
の
一
、
甲
八
二
四
の
四
、
大
字
上

三
寄
字
中
丸
甲
二
四
〇
一
、
甲
二
四
〇
二
、
甲
二
四
〇

三
の
一
、
字
古
堤
甲
二
三
一
三
、
大
字
高
川
字
平
石
甲

七
四
の
一
、
甲
七
四
の
五

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
八
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
島
県
相
馬
市
小
野
字
北
沢
一
六
の
一
、一
六
の
二
、

字
天
明
二
八
、
四
八
の
一
か
ら
四
八
の
一
〇
ま
で
、
五

〇
の
一
か
ら
五
〇
の
四
ま
で
、
初
野
字
羽
黒
四
七
、
字

内
沢
二
六
、
二
七
、
三
〇
、
三
一
、
三
四
の
一
か
ら
三

四
の
五
ま
で
、
三
五
か
ら
三
七
ま
で
、
三
八
の
三
、
三

八
の
一
七
か
ら
三
八
の
五
一
ま
で
、
三
八
の
七
六
か
ら

三
八
の
七
八
ま
で
、
三
八
の
八
〇
、
三
八
の
八
四

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

島
県
庁
及
び
相
馬
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
八
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

福
島
県
東
白
川
郡

川
村
大
字
渡
瀬
字
越
虫
八

五
の
一
、
八
五
の
二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出

の
防
備

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

〇
観
光
庁
告
示
第
二
十
号

旅
行
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）

第
十
二
条
の
十
九
の
規
定
に
基
づ
き
、
株
式
会
社
ジ
ー
エ

フ
（
登
録
研
修
機
関
第
五
十
六
号
）
か
ら
研
修
業
務
を
廃

止
す
る
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
二
条
の
二
十
八

第
三
号
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

観
光
庁
長
官

木
村

典
央

一

廃
止
し
よ
う
と
す
る
研
修
業
務
の
範
囲

全
て
の
研

修
業
務

二

研
修
業
務
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
日

令
和
八
年
十

月
三
十
日

三

研
修
業
務
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
理
由

受
講
者
数

減
少
の
た
め

〇
観
光
庁
告
示
第
二
十
一
号

旅
行
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）

第
二
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
二
条
の
十
九

の
規
定
に
基
づ
き
、
株
式
会
社
Ａ
．
Ｊ
．
Ｃ
（
登
録
研
修

機
関
第
十
二
号
）
か
ら
研
修
業
務
を
廃
止
す
る
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
十
二
条
の
二
十
八
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

観
光
庁
長
官

木
村

典
央

一

廃
止
し
よ
う
と
す
る
研
修
業
務
の
範
囲

全
て
の
研

修
業
務

二

研
修
業
務
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
日

令
和
八
年
八

月
十
八
日

三

研
修
業
務
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
理
由

会
社
事
業

内
容
変
更
の
た
め





国
会
事
項

令和年月日 水曜日 第号官 報
〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
六
十
六
号

海
上
自
衛
隊
の
使
用
す
る
船
舶
の
信
号
符
字
の
付
与
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

信
号
符
字

番
号

名
称

付
与
年
月
日

Ｊ
Ｓ
Ｌ
Ｉ

五
一
九

し
ょ
う
げ
い

令
和
八
年
十
月
八
日

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
六
十
七
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

日

時

令
和
八
年
十
一
月
九
日
か
ら
同
月
十
三
日
ま
で

の
間
、
毎
日
〇
八
〇
〇
か
ら
一
八
〇
〇
ま
で

区

域

野
島
埼
南
方
の
次
の

か
ら

ま
で
の
七
地
点

を
順
次
結
ん
だ
線
並
び
に

及
び

の
二
地
点

を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ

の
上
空
。
た
だ
し
、

及
び

を
結
ん
だ
線
か

ら
南
側
は
海
面
か
ら
高
度
一
五
、
二
四
〇
メ
ー

ト
ル
以
下
並
び
に

及
び

を
結
ん
だ
線
か
ら

北
側
で

及
び

を
結
ん
だ
線
か
ら
南
側
は
海

面
か
ら
高
度
四
、
五
七
二
メ
ー
ト
ル
以
下
並
び

に

及
び

を
結
ん
だ
線
か
ら
北
側
は
海
面
か

ら
高
度
三
、
六
五
八
メ
ー
ト
ル
以
下
ま
で
の
間

北
緯
三
四
度
三
五
分
一
二
秒

東
経
一
四
〇
度
一
六
分
四
八
秒

北
緯
三
四
度
一
八
分
二
三
秒

東
経
一
四
〇
度
三
三
分
〇
六
秒

北
緯
三
四
度
〇
八
分
一
八
秒

東
経
一
四
〇
度
四
六
分
五
一
秒

北
緯
三
四
度
〇
一
分
五
九
秒

東
経
一
四
〇
度
五
七
分
〇
一
秒

北
緯
三
三
度
五
七
分
〇
七
秒

東
経
一
四
一
度
〇
五
分
一
四
秒

北
緯
三
三
度
三
四
分
二
九
秒

東
経
一
四
〇
度
二
五
分
四
七
秒

北
緯
三
四
度
三
一
分
一
二
秒

東
経
一
四
〇
度
〇
七
分
四
八
秒

北
緯
三
三
度
四
七
分
〇
六
秒

東
経
一
四
〇
度
二
一
分
五
〇
秒

北
緯
三
四
度
一
一
分
二
一
秒

東
経
一
四
〇
度
一
四
分
〇
九
秒

実
施
艦

自
衛
艦
十
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲
揚

す
る
。

三

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
六
十
八
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

日

時

令
和
八
年
十
一
月
九
日
（
予
備
、
同
月
十
日
及

び
同
月
十
一
日
）
の
〇
七
〇
〇
か
ら
一
七
〇
〇

ま
で

区

域

若
狭
湾
北
方
の
次
の

か
ら

ま
で
の
四
地
点

を
順
次
結
ん
だ
線
並
び
に

及
び

の
二
地
点

を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ

の
上
空
で
海
面
か
ら
高
度
三
、
〇
四
八
メ
ー
ト

ル
以
下
ま
で
の
間

北
緯
三
七
度
〇
〇
分
一
一
秒

東
経
一
三
四
度
五
九
分
五
〇
秒

北
緯
三
七
度
二
二
分
一
一
秒

東
経
一
三
五
度
三
九
分
四
九
秒

北
緯
三
七
度
〇
二
分
一
一
秒

東
経
一
三
五
度
三
九
分
四
九
秒

北
緯
三
六
度
四
〇
分
一
一
秒

東
経
一
三
四
度
五
九
分
五
〇
秒

実
施
艦

自
衛
艦
九
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲
揚

す
る
。

三

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

衆

議

院

議
案
提
出

十
月
三
十
日
委
員
長
か
ら
提
出
し
た
議
案
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

国
会
議
員
の
秘
書
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
（
議
院
運
営
委
員
長
提
出
）

議
案
送
付

十
月
三
十
日
参
議
院
に
送
付
し
た
本
院
提
出
案
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

国
会
議
員
の
秘
書
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案

又
同
日
参
議
院
に
送
付
し
た
内
閣
提
出
案
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

裁
判
官
の
報
酬
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案

検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案

特
定
タ
ン
カ
ー
に
係
る
特
定
賠
償
義
務
履
行
担
保
契
約

等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
及
び
国
家
公
務
員
共
済
組
合

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
及
び
二
千
二
十

七
年
国
際
園
芸
博
覧
会
政
府
委
員
の
設
置
に
関
す
る
臨

時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
期
日
等

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
案

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
及
び
地
方
公
務
員
等
共
済
組

合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

質
問
書
提
出

十
月
三
十
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
関
連
業
務
を
活
用
し
た
障
害
者
就
労
支
援

に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
小
川
淳
也
提
出
）

答
弁
書
受
領

十
月
三
十
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

衆
議
院
議
員
緒
方
林
太
郎
提
出
不
動
産
取
引
の
運
用
改

善
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

報
告
書
受
領

十
月
三
十
日
内
閣
か
ら
次
の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措

置
に
関
す
る
法
律
第
三
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
く
国
民
の
保
護
に
関

す
る
基
本
指
針
の
変
更
の
報
告

参

議

院

議
案
提
出

十
月
三
十
日
議
員
か
ら
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

消
費
税
の
税
率
を
当
分
の
間
の
措
置
と
し
て
引
き
下
げ

る
等
の
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
法
律
案
（
神

谷
宗
幣
外
一
名
発
議
）（
参
第
二
号
）

ま
た
、
同
日
衆
議
院
か
ら
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

国
会
議
員
の
秘
書
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
（
衆
第
二
号
）

議
案
受
領

十
月
三
十
日
衆
議
院
か
ら
次
の
内
閣
提
出
案
を
受
領
し

た
。防

衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
〇
号
）

裁
判
官
の
報
酬
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
（
閣
法
第
六
号
）

検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
（
閣
法
第
七
号
）

特
定
タ
ン
カ
ー
に
係
る
特
定
賠
償
義
務
履
行
担
保
契
約

等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
閣
法
第
一
七
号
）

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
二
号
）

国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
及
び
国
家
公
務
員
共
済
組
合

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
四
号
）





人
事
異
動

皇
室
事
項

官
庁
報
告

短
答

式
試

験
論

文
式

試
験

期日
令
和
９
年
５
月
16日
（
日
）

令
和
９
年
８
月
７
日
（
土
）
か
ら
８
月
９
日（
月
）

ま
で

場所
北
海
道
、
宮
城
県
、
東
京
都
、
新
潟
県
、愛
知
県
、

大
阪
府
、
広
島
県
、
香
川
県
、
福
岡
県
及
び
沖
縄

県

東
京
都
、
大
阪
府
及
び
福
岡
県

受
験
願
書
の
受
付
期
間

令
和
９
年
２
月
４
日
（
木
）
か
ら
令
和
９
年
３
月
５
日
（
金
）
ま
で

合
格
発
表
令
和
９
年
６
月
23日
（
水
）（
予
定
）

令
和
９
年
10月
22日
（
金
）（
予
定
）

令和年月日 水曜日 第号官 報

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
及
び
二
千
二
十

七
年
国
際
園
芸
博
覧
会
政
府
委
員
の
設
置
に
関
す
る
臨

時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
閣
法
第
三
号
）

地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
期
日
等

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
六
号
）

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
及
び
地
方
公
務
員
等
共
済
組

合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
五
号
）

議
案
受
領
（
予
備
審
査
）

十
月
三
十
日
衆
議
院
か
ら
次
の
議
案
が
送
付
さ
れ
た
。

国
会
議
員
の
秘
書
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
（
議
院
運
営
委
員
長
提
出
）（
衆
第
二

号
）

答
弁
書
受
領

十
月
三
十
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

参
議
院
議
員
石
垣
の
り
こ
提
出
公
共
交
通
機
関
等
の
車

両
・
船
舶
の
使
用
停
止
処
分
と
利
用
者
へ
の
影
響
に
関

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
第
一
〇
号
）

参
議
院
議
員
奥
田
ふ
み
よ
提
出
公
助
を
求
め
る
国
民
の

声
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
第
一
一
号
）

報
告
書
受
領

十
月
三
十
日
内
閣
か
ら
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
三
十
二
条

第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

く
国
民
の
保
護
に
関
す
る
基
本
指
針
の
変
更
の
報
告
を
受

領
し
た
。内

閣

〇
外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

外
務
大
臣
茂
木
敏
充
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十
条
の

規
定
に
よ
り
臨
時
に
外
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大
臣

に
指
定
す
る
（
十
月
二
十
九
日
）

〇
防
衛
大
臣
臨
時
代
理
解
職

国
務
大
臣

梨

康
弘

防
衛
大
臣
小
泉
進
次
郎
帰
朝
に
つ
き
内
閣
法
第
十
条
の
規

定
に
よ
る
臨
時
に
防
衛
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大
臣
と

し
て
の
指
定
を
解
く
（
十
月
三
十
日
）

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
革
命
記
念
日
に
つ
き
、

十
月
三
十
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ

た
。

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

徳
島
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
15条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
徳
島
県
は
ん
用
機
械
器
具
、
生

産
用
機
械
器
具
、業
務
用
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金（
平

成
20年
徳
島
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
19条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
11
月
４
日徳
島
労
働
局
長
亀
井

崇
第
４
号
中
「
１
時
間
1134円

」
を
「
１
時
間
1191円

」
に
改
め
る
。
附
則

こ
の
決
定
は
、
令
和
８
年
12月
24日
か
ら
効
力
を
生
ず

る
。

福
岡
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
３
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
15条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
福
岡
県
自
動
車
（
新
車
）
小
売

業
最
低
賃
金
（
平
成
20年
福
岡
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第

３
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の

で
、
同
法
第
19条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
11
月
４
日福
岡
労
働
局
長
鈴
木
一
光

第
４
号
中
「
１
時
間
1131円

」
を
「
１
時
間
1185円

」
に
改
め
る
。
附
則

こ
の
決
定
は
、
令
和
８
年
12月
10日
か
ら
効
力
を
生
ず

る
。

国

家

試

験

令
和
９
年
不
動
産
鑑
定
士
試
験
（
短
答
式
試
験
・
論
文
式
試
験
）
の
施
行
に
つ
い
て

令
和
９
年
不
動
産
鑑
定
士
試
験
（
短
答
式
試
験
・
論
文
式
試
験
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
決
定
し
た
の
で
、

不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
39年
建
設
省
令
第
９
号
）
第
３
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
公
告
す
る
。

令
和
８
年
11
月
４
日

国
土
交
通
省
土
地
鑑
定
委
員
会
委
員
長
横
山
美
夏





公 告

令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報

諸 事 項

公 害 等 調 整 委 員 会 公 示 第 二 号

公 調 委 令 和 七 年 （ フ ） 第 二 号 及 び 同 八 年 （ フ ） 第 二 号 香 川 県 小 豆 郡 土 庄 町 小 部 地 内 の 岩 石 採 取

計 画 認 可 処 分 に 対 す る 取 消 裁 定 申 請 事 件 及 び 同 参 加 申 立 事 件 の 審 理

鉱 業 等 に 係 る 土 地 利 用 の 調 整 手 続 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 九 十 二 号 ） 第 三 十 一 条

第 二 項 の 規 定 に よ り 、 次 の と お り 公 示 す る 。

令 和 八 年 十 一 月 四 日 公 害 等 調 整 委 員 会 裁 定 委 員 会

一 事 案 の 要 旨

香 川 県 小 豆 郡 土 庄 町 小 部 乙 六 百 九 十 二 番 地 一

裁 定 申 請 人 小 豆 島 石 材 開 発 株 式 会 社

代 表 者 代 表 取 締 役 有 彰 英

香 川 県 高 松 市 番 町 四 丁 目 一 番 十 号

処 分 庁 香 川 県 知 事

香 川 県 小 豆 郡 土 庄 町 小 部 乙 六 百 二 十 八 番 地 一

参 加 人 赤 松 石 材 有 限 会 社

代 表 者 代 表 取 締 役 中 西 一 宏

香 川 県 知 事 が 、 令 和 七 年 十 月 七 日 付 け を も っ て 、 赤 松 石 材 有 限 会 社 の 岩 石 採 取 計 画 認 可 申 請 に 対

し て し た 認 可 処 分 は 、 土 地 所 有 者 の 承 諾 が な い こ と 及 び 本 件 採 石 場 か ら 採 取 さ れ た 採 石 の 需 要 が 今

後 十 年 間 は 存 在 し な い こ と 等 を 理 由 に 、 そ の 取 消 し の 裁 定 を 求 め る 。

二 審 理 期 日 令 和 八 年 十 二 月 四 日 午 後 一 時 三 十 分

三 場 所 東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 三 一 一 中 央 合 同 庁 舎 第 四 号 館 公 害 等 調 整 委 員 会 審 理 廷

河川法に基づく工作物返還に
係る公示

富士川水系富士川において河川法（昭和39年法
律第167号）第75条第３項の規定に基づき措置し
た工作物について、当該工作物の所有者、占有者
その他工作物について権原を有する者に対し、当
該工作物を返還するため、同条第５項及び河川法
施行令（昭和40年政令第14号）第39条の３第１項
第２号の規定に基づき、公示する。
令和８年 11 月４日

関東地方整備局長 西澤賢太郎
１ 保管した工作物の名称又は種類、形状及び数
量 自家用車１台
２ 保管した工作物の放置されていた場所及び当
該工作物を除却した日
 保管した工作物の放置されていた場所 静
岡県富士市五貫島地先
 当該工作物を除却した日 令和８年10月１
日

３ 当該工作物の保管を始めた日及び保管の場所
 当該工作物の保管を始めた日 令和８年10
月１日
 保管の場所 静岡県富士市松岡官有無番地
（富士川下流出張所内）

４ その他 返還を受ける者は、氏名及び住所を
証するに足りる書類を提示し、国土交通省関東
地方整備局甲府河川国道事務所河川管理課に申
し出ること。
５ 問い合わせ先 山梨県甲府市緑が丘１丁目
10１ 国土交通省関東地方整備局 甲府河川
国道事務所 河川管理課 電話 055252
8888

相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告





令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報





令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報

公 示 催 告

失踪に関する届出の催告






令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報

失 踪 宣 告 失踪宣告取消

除 権 決 定

破産手続開始






令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間





令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報

破産手続終結






令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報

破産債権の届出期間及び一般
調査期日

書面による計算報告

特別清算開始

令和8年（ヒ）第3031号
大阪市中央区北浜二丁目５番23号小寺プラザ
12階
清算株式会社 株式会社サルビア商会
代表清算人 岡本 文子
１ 決定年月日 令和8年10月20日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

大阪地方裁判所第６民事部
令和8年（ヒ）第3032号
大阪市西区新町三丁目１１番５号
清算株式会社 近土写真製版株式会社
代表清算人 近土 康雄
１ 決定年月日 令和8年10月20日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

大阪地方裁判所第６民事部




令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報

特別清算協定認可
令和８年（ヒ）第１００４号
清算株式会社 広発工業株式会社
代表清算人 村上 知史
１ 決定年月日 令和８年１０月１４日
２ 主文 別紙記載の協定を認可する。

別紙
１ 本協定の対象となる債権（以下「特別清算
債権」という。）は、清算会社に対し、令和
８年７月２２日（特別清算開始決定日の前日）
までの原因に基づいて発生した協定債権とす
る。
２ 各協定債権者は、本協定認可決定確定日に
別紙債権表の各「債権額」欄記載の各債権額
及び特別清算開始決定日以降の利息、損害金
につき、その債務を免除する。
３ 本協定認可決定確定の後、清算会社に新た
な財産が発見されたときは、清算会社はこれ
を速やかに換価し、換価代金から必要な費用
を控除した残額を各協定債権額の割合に応じ
て各協定債権者に支払う。この場合、各協定
債権者が前項の規定により行った残債務の免
除は、新たにされた弁済の限度で効力を失う
ものとする。
（別紙省略）

広島地方裁判所民事第四部
再生債務者の株式の取得等を
定めた再生計画案の提出の許
可

令和８年（再）第３号
名古屋市名東区藤が丘１４３番地
再生債務者 株式会社あららぎ
決定の要旨 再生債務者が次の条項を定めた再生
計画案を提出することについて許可する。
１ 減少する資本金の額 ５４００万円
２ 資本金の額の減少がその効力を生ずる日 再
生計画認可決定確定日
令和８年９月29日

名古屋地方裁判所民事第２部

再生手続終結

小規模個人再生による再生手
続開始





令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定






令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報

給与所得者等再生による再生
手続開始






令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告






令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月

日
水
曜
日

第




号

官
報

所有者不明建物管理命令に関
する異議の催告

所有者不明専有部分管理命令
に関する異議の催告

会 社 そ の 他 の 公 告

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

効 力 発 生 日 は 令 和 九 年 四 月 一 日 で あ り 、 両 社 の

株 主 総 会 の 承 認 決 議 （ 甲 は 会 社 法 第 三 一 九 条 第 一

項 に 基 づ く 議 決 権 を 行 使 す る こ と が で き る 株 主 全

員 の 同 意 ） は 令 和 八 年 十 月 一 日 に 終 了 し て お り ま

す 。
こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 二 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 七 月 十 五 日

掲 載 頁 一 〇 〇 頁 （ 号 外 第 一 五 八 号 ）

（ 乙 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 六 月 三 十 日

掲 載 頁 一 六 九 頁 （ 号 外 第 一 四 五 号 ）

令 和 八 年 十 一 月 四 日

東 京 都 千 代 田 区 神 田 練 塀 町 三 番 地

（ 甲 ） 株 式 会 社 エ ス ・ デ ィ ー ・ エ ス バ イ

オ テ ッ ク
代 表 取 締 役 竹 田 正 俊

東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 一 丁 目 八 番 三 号

（ 乙 ） ア グ ロ カ ネ シ ョ ウ 株 式 会 社

代 表 取 締 役 山 本 修






令和年月日 水曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条
第
一
項

に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
合
併
を
決
定

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
は
乙
の
全
株
式
を
所
有
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新
株
式
の
発
行
及

び
資
本
金
の
額
の
増
加
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

七
頁

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日

掲
載
頁

二
五
八
頁
（
号
外
第
一
四
〇
号
）

令
和
八
年
十
一
月
四
日

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
一
丁
目
六
番
一
号

（
甲
）
Ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｏ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

井
上

勝
史

長
野
県
上
田
市
国
分
八
四
〇
番
地

（
乙
）
Ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｏ
上
田
株
式
会
社

代
表
取
締
役

関

俊
一

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
日

掲
載
頁

七
十
四
頁
（
号
外
第
一
四
八
号
）

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

山
口
県
周
南
市
銀
南
街
四
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
エ
ス
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

代
表
取
締
役

末
田

義
明

山
口
県
周
南
市
銀
南
街
四
番
地

（
乙
）
新
日
本
橋
信
用
保
証
有
限
会
社

取
締
役

末
田

義
明

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
ア
グ
ロ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は

そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し

ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
三
日

掲
載
頁

七
十
四
頁
（
号
外
第
一
九
七
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日

掲
載
頁

二
十
三
頁

令
和
八
年
十
一
月
四
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
三
丁
目
四
番
四
号

（
甲
）
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
ア
グ
ロ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株

式
会
社

代
表
取
締
役

富
士
宗
一
郎

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
三
丁
目
四
番
四
号

（
乙
）
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

デ
ィ
マ
ト
ス
ゼ
イ
ダ
ム
ハ
シ
ビ

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
不
動
産
管
理
事

業
に
関
す
る
権
利
義
務
の
一
部
を
承
継
し
、
乙
は
そ
れ
を

承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
・
乙
）

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

掲
載
頁

八
十
六
頁
（
号
外
第
二
三
七
号
）

令
和
八
年
十
一
月
四
日

東
京
都
町
田
市
玉
川
学
園
一
丁
目
一
二
番
二
〇
号

（
甲
）
株
式
会
社
フ
ラ
グ
ラ
ン
ト

代
表
取
締
役

西
川

典
子

東
京
都
町
田
市
成
瀬
台
三
丁
目
八
番
二
七
号

（
乙
）
株
式
会
社
ウ
ォ
ー
ム
ス
・
オ
ブ
・
ハ
ン
ド

代
表
取
締
役

西
川

芳
雄

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
六
丁
目
二
三
番
四
号
桑
野

ビ
ル
二
階

合
同
会
社
ク
レ
オ
リ
テ
ィ

代
表
社
員

山
本

麻
椰

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

東
京
都
港
区
南
青
山
三
丁
目
三
番
三
号

ス
タ
ジ
オ
あ
ま
め
合
同
会
社

代
表
社
員

松
浦

祥
歩

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
二

九

六
東
西
館
ビ

ル
本
館
二
一
号
室

合
資
会
社
Ｆ
ｕ
ｓ
ｏ

Ｃ
ｏ
．
Ｌ
ｔ
ｄ
．

代
表
社
員

横
田

伸
也

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

富
山
県
富
山
市
桃
井
町
一
丁
目
五
番
九
号

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ａ
Ｄ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｙ

Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
合
同
会
社

代
表
社
員

金
平

剛

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

大
阪
府
大
阪
市
西
淀
川
区
姫
里
一
丁
目
一
七

二
七

合
同
会
社
Ｃ
ｏ
ｒ
ｏ
ｋ
ｉ
ｙ
ｏ

代
表
社
員

石
橋

智
弥

組
織
変
更
公
告

当
組
合
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
組
合
の
直
近
の
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表

は
当
組
合
事
務
所
に
備
え
置
い
て
あ
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

和
歌
山
県
紀
の
川
市
尾
崎
九
二
番
地
の
一

紀
北
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

代
表
理
事

山
名

章
善

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ

に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

香
川
県
高
松
市
西
春
日
町
一
一
七
四
番
地
一

伊
鍋
ハ
イ
ツ
三
〇
一

Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
合
同
会
社

代
表
社
員

ア
ク
バ
ル
・
ア
リ

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
千
万
円
減
少
し
一
千
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

秋
田
県
大
館
市
比
内
町
扇
田
字
上
中
島
一
三
番
地

一

有
限
会
社
山
国

代
表
取
締
役

山
脇

精
悦

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
五
百
万
円
減
少
し
五
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://m

o
v
i.co
.jp

令
和
八
年
十
一
月
四
日

埼
玉
県
新
座
市
大
和
田
二
丁
目
一
番
一
九
号

株
式
会
社
モ
ビ
メ
ン
ト

代
表
取
締
役

水
野

弘
二





正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）

七
四
〇

改
正
後
欄

終
り
か
ら八
又
は

又
は

令和年月日 水曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
金
二
十
五
万
円
減
少
し
、
金

一
億
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
減
少
す
る
資
本

金
の
額
は
、
そ
の
他
資
本
剰
余
金
に
振
り
替
え
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
七
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
日
に
終
了
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.g
ro
u
n
d
in
c.co
.jp
/a
b
o
u
tu
s/

k
o
u
k
o
k
u
/

令
和
八
年
十
一
月
四
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
須
田
町
一
丁
目
三
番
三
三

号

Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

宮
田

啓
友

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
八
百
六
十
五
万
七
千
百

三
十
円
減
少
し
一
億
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
七
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
三
日
に
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出
済
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
一
丁
目
二
番
一
〇
号

株
式
会
社
ジ
モ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

加
藤

貴
博

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
六
億
一
千
万
円
減
少
し
九
千

八
百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
三
十
日

掲
載
頁

三
一
六
頁
（
号
外
第
一
〇
〇
号
）

令
和
八
年
十
一
月
四
日

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
二
丁
目
三
番
地

一
九

T
o
k
y
o
A
rtisa

n
In
tellig

en
ce 株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
原

啓
貴

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

掲
載
頁

一
二
〇
頁
（
号
外
第
二
三
六
号
）

令
和
八
年
十
一
月
四
日

大
阪
府
羽
曳
野
市
軽
里
三
丁
目
三
番
一
七
号

株
式
会
社
天
道
組

代
表
取
締
役

天
道

大
輔

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
十
五
億
五
千
三
百
四
十

二
万
千
七
百
七
十
八
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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令
和
八
年
十
一
月
四
日

東
京
都
港
区
三
田
三
丁
目
五
番
一
九
号
三
三
階

Ｆ
Ｐ
Ｔ
ス
マ
ー
ト
ク
ラ
ウ
ド
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

グ
エ
ン
・
フ
ウ
・
ロ
ン

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
二
十
四
日
を
基
準
日
と
定

め
、
同
日
午
前
九
時
現
在
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ

て
、
そ
の
所
有
す
る
株
式
一
株
を
五
十
株
と
す
る
株
式
分

割
に
よ
り
株
式
の
割
当
て
を
受
け
る
株
主
と
定
め
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

千
葉
県
四
街
道
市
物
井
七
二
九
番
地

株
式
会
社
和

代
表
取
締
役

荻
原

邦
彦

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
二
月
四
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

埼
玉
県
八
潮
市
木
曽
根
三
一
三
番
地
一

大
東
ポ
ン
プ
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

澁
井

雅
之

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
二
十
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

東
京
都
足
立
区
梅
島
一
丁
目
二
六
番
二
四
号

足
立
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

服
部

応
秀

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
二
十
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

東
京
都
練
馬
区
早
宮
一
丁
目
二
九
番
一
五
号

株
式
会
社
早
宮
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

代
表
取
締
役

早
瀬
八
重
子

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
二
十
四
日
付
で
株
券
を
発

行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

愛
知
県
豊
田
市
若
林
東
町
赤
池
五
六
番
地
三
八

豊
田
ガ
ス
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

鈴
木

敏
之

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
二
月
二
十
八
日
付
で
株
券
を
発

行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
一
月
四
日

兵
庫
県
西
宮
市
名
塩
東
久
保
二
番
三
六
号

北
斗
電
子
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
野

学

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
（
号
外
第
七
十
五
号
）
国
土

交
通
省
告
示
第
四
百
四
十
三
号
（
遊
戯
施
設
の
定
期
検
査

報
告
に
お
け
る
検
査
及
び
定
期
点
検
に
お
け
る
点
検
の
項

目
、
事
項
、
方
法
及
び
結
果
の
判
定
基
準
並
び
に
検
査
結

果
表
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
）
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